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)2複合体､ 中心金属にVOを有するTBTACIC6｡複合体､ 色素部位が環拡張 した構造を有する
trinaphthotetraazachlorin-C6｡複合体の合成に成功し､分光学測定､電気化学測定､分子軌道計算などの結果
から､そのユニット間相互作用を含む､複合体の電子構造について知見を得ている｡これらの複合体の性
質から､pc類縁体とC6｡の近接型複合体はその接合部位､中心金属､7T系骨格などの要因によってMO相
互作用が変化することを明らかにした｡これは､MO相互作用が各ユニットの相互作用しうるMOのエネ
ルギーの差に大きく依存していることを示している｡また､第四章においては､これまでに得られた複合
体を還元し､その分光学測定を行うことにより､実験的にユニット問MO相互作用の証拠を得ることに
成功した｡同時に同一分子内においてMO相互作用を解消することに成功した｡第七章においては､こ
れまでに得られた知見を元に同一分子内でのMO相互作用のON-OFFスイッチングに挑戦した｡
以上の研究成果は､Pc研究における新規電子制御法の開拓に大きく貢献するもので､本人が自立して
研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡したがって､橋本直明君提出
の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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